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研究の概要

 構造部材に含まれる欠陥を非破壊的に検出し、モニターすることは、構造物の健全性評価の上で重要である。

本手法は、ピエゾフィルムにパルス電圧をかけることにより、超音波を発生させ、その反射波をピエゾフィルムで

受信することにより、欠陥検出と欠陥同定を行うものである。すなわち、ピエゾフィルムとフレキシブルプリント基

板からなるスマートレイヤを作成し、これを検査物に貼付する。スマートレイヤ上の電極から、パルサレシーバを

通じパルス電圧を印加すると超音波を発振することができる。欠陥等からの反射波をピエゾフィルム上の各電極

で受信

り、欠陥の位置と寸法を推定する。
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従来のプローブやセンサとは異なり、薄く軽量であるため、対象部品に柔軟に適用できる。また、多点の計

測を簡単に行うことができる。
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・３次元物体中の任意形状をもつ欠陥の同定。

・複数の計測結果の同時利用。

・欠陥をその場、実時間でモニタすることができる。
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